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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オレフィン重合用触媒成分であって、下記成分：
（１）固体成分；
（２）少なくとも１つのチタン化合物；及び
（３）少なくとも２つの内部電子供与体
の反応生成物を含み、
　前記固体成分は、下記式（１）で表されるマグネシウム化合物及び下記式（２）で表さ
れるエポキシド：

【化１１】

（式中、ＲＩは、Ｃ１－Ｃ１２直鎖状又は分岐鎖状アルキルであり；ＲＩＩ及びＲＩＩＩ

は、同一又は異なっており、独立に、水素、又は非置換若しくはハロゲン置換Ｃ１－Ｃ５

直鎖状若しくは分岐鎖状アルキルであり；Ｘは、ハロゲンであり；ｍは、０．１～１．９
の範囲内であり、ｎは、０．１～１．９の範囲内であり、ｍ＋ｎ＝２である）
を含み、
　前記式（２）で表されるエポキシドの含有量は、前記式（１）で表されるマグネシウム
化合物１モルあたり、０．０１～０．８モルの範囲内である、触媒成分。
【請求項２】
　ＲＩは、Ｃ１－Ｃ８直鎖状又は分岐鎖状アルキルであり；ＲＩＩ及びＲＩＩＩは、独立
に、水素、又は非置換若しくはハロゲン置換Ｃ１－Ｃ３直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル
であり；Ｘは、塩素であり；ｍは、０．５～１．５の範囲内であり、ｎは、０．５～１．
５の範囲内であり、ｍ＋ｎ＝２である、請求項１記載の触媒成分。
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【請求項３】
　前記固体成分において、前記式（２）で表されるエポキシドの含有量が、前記式（１）
で表されるマグネシウム化合物１モルあたり、０．０２～０．５モルの範囲内である、請
求項１又は２記載の触媒成分。
【請求項４】
　前記固体成分において、前記式（２）で表されるエポキシドの含有量が、前記式（１）
で表されるマグネシウム化合物１モルあたり、０．０２～０．１モルの範囲内である、請
求項３記載の触媒成分。
【請求項５】
　前記固体成分中の前記式（１）で表されるマグネシウム化合物１モルに対し、前記チタ
ン化合物の量が、５～２００モルであり；かつ前記内部電子供与体の量が、０．０４～０
．６モルである、請求項１記載の触媒成分。
【請求項６】
　前記固体成分中の前記式（１）で表されるマグネシウム化合物１モルに対し、前記チタ
ン化合物の量が、１０～５０モルであり；かつ前記内部電子供与体の量が、０．１～０．
４モルである、請求項１記載の触媒成分。
【請求項７】
　前記チタン化合物が、式Ｔｉ（ＯＲＩＶ）４－ａＸａ（式中、ＲＩＶは、Ｃ１－Ｃ１４

脂肪族ヒドロカルビル基であり、Ｘは、ハロゲンであり、ａは、１～４の整数である）の
ものより選択される、請求項１、５又は６記載の触媒成分。
【請求項８】
　前記チタン化合物が、四塩化チタン、四臭化チタン、四ヨウ化チタン、テトラブトキシ
チタン、テトラエトキシチタン、トリブトキシチタンクロリド、ジブトキシチタンジクロ
リド、ブトキシチタントリクロリド、トリエトキシチタンクロリド、ジエトキシチタンジ
クロリド及びエトキシチタントリクロリドより選択される、請求項７記載の触媒成分。
【請求項９】
　前記内部電子供与体が、第１の内部電子供与体と第２の内部電子供与体の組み合わせで
あり、前記第１の内部電子供与体が、少なくとも１つのジオールのエステルであり、前記
第２の内部電子供与体が、少なくとも１つのジエーテル化合物であり、前記第２の内部電
子供与体に対する前記第１の内部電子供与体のモル比が、０．５５：１～５０：１の範囲
内である、請求項１、５又は６記載の触媒成分。
【請求項１０】
　前記第２の内部電子供与体に対する前記第１の内部電子供与体のモル比が、０．６：１
～３０：１の範囲内である、請求項９記載の触媒成分。
【請求項１１】
　前記第２の内部電子供与体に対する前記第１の内部電子供与体のモル比が、０．６５：
１～１０：１の範囲内である、請求項９記載の触媒成分。
【請求項１２】
　前記ジオールのエステルが、下記式（３）：
【化１２】

（式中、Ｒ１及びＲ２は、同一又は異なっており、独立に、Ｃ１－Ｃ１０直鎖状若しくは
分岐鎖状アルキル、Ｃ３－Ｃ２０シクロアルキル、Ｃ６－Ｃ２０アリール、Ｃ７－Ｃ２０

アルキルアリール又はＣ７－Ｃ２０アリールアルキルであり、ここで、該アリール、該ア
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ルキルアリール及び該アリールアルキルにおけるフェニル環上の水素原子は、場合により
ハロゲン原子で置換されており；Ｒ３－Ｒ６及びＲ１－Ｒ２ｎは、同一又は異なっており
、独立に、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ２０直鎖状若しくは分岐鎖状アルキル、Ｃ３－Ｃ２

０シクロアルキル、Ｃ６－Ｃ２０アリール、Ｃ７－Ｃ２０アルキルアリール、Ｃ７－Ｃ２

０アリールアルキル、Ｃ２－Ｃ１０アルケニル又はＣ１０－Ｃ２０縮合環アリールであり
、ここで、Ｒ３－Ｒ６及びＲ１－Ｒ２ｎ中の炭素原子及び／又は水素原子は、場合により
、窒素、酸素、硫黄、ケイ素、リン及びハロゲンより選択されるヘテロ原子で置換されて
おり、また、Ｒ３－Ｒ６及びＲ１－Ｒ２ｎのうち２つ以上は、場合により連結して飽和又
は不飽和の環を形成し；ｎは、０～１０の整数である）
で表されるものより選択される、請求項９～１１のいずれか一項記載の触媒成分。
【請求項１３】
　前記ジオールのエステルが、下記式（４）：
【化１３】

（式中、Ｒ７－Ｒ１２は、同一又は異なっており、独立に、水素及びＣ１－Ｃ２０直鎖状
又は分岐鎖状アルキルより選択される）
で表されるものより選択される、請求項１２記載の触媒成分。
【請求項１４】
　前記ジオールのエステルが、１，３－プロピレングリコールジベンゾアート、２－メチ
ル－１，３－プロピレングリコールジベンゾアート、２－エチル－１，３－プロピレング
リコールジベンゾアート、２－プロピル－１，３－プロピレングリコールジベンゾアート
、２－ブチル－１，３－プロピレングリコールジベンゾアート、２，２－ジメチル－１，
３－プロピレングリコールジベンゾアート、２－エチル－２－ブチル－１，３－プロピレ
ングリコールジベンゾアート、２，２－ジエチル－１，３－プロピレングリコールジベン
ゾアート、２－メチル－２－プロピル－１，３－プロピレングリコールジベンゾアート、
２－イソプロピル－２－イソペンチル－１，３－プロピレングリコールジベンゾアート、
２，４－ペンチレングリコールジベンゾアート、３－メチル－２，４－ペンチレングリコ
ールジベンゾアート、３－エチル－２，４－ペンチレングリコールジベンゾアート、３－
プロピル－２，４－ペンチレングリコールジベンゾアート、３－ブチル－２，４－ペンチ
レングリコールジベンゾアート、３，３－ジメチル－２，４－ペンチレングリコールジベ
ンゾアート、２－メチル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾアート、２，２－ジメ
チル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾアート、２－エチル－１，３－ペンチレン
グリコールジベンゾアート、２－ブチル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾアート
、２－メチル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾアート、２－エチル－１，３－ペ
ンチレングリコールジベンゾアート、２－プロピル－１，３－ペンチレングリコールジベ
ンゾアート、２－ブチル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾアート、２，２－ジメ
チル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾアート、２－メチル－１，３－ペンチレン
グリコールジベンゾアート、２，２－ジメチル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾ
アート、２－エチル－１，３－ペンチレングリコールジベンゾアート、２－ブチル－１，
３－ペンチレングリコールジベンゾアート、２，２，４－トリメチル－１，３－ペンチレ
ングリコールジベンゾアート、３－メチル－３－ブチル－２，４－ペンチレングリコール
ジベンゾアート、２，２－ジメチル－１，５－ペンチレングリコールジベンゾアート、１
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，６－ヘキシレングリコールジベンゾアート、６－エン－２，４－ヘプチレングリコール
ジベンゾアート、２－メチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート
、３－メチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、４－メチル－
６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、５－メチル－６－エン－２，
４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、６－メチル－６－エン－２，４－ヘプチレン
グリコールジベンゾアート、３－エチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベ
ンゾアート、４－エチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、５
－エチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、６－エチル－６－
エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－プロピル－６－エン－２，４
－ヘプチレングリコールジベンゾアート、４－プロピル－６－エン－２，４－ヘプチレン
グリコールジベンゾアート、５－プロピル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジ
ベンゾアート、６－プロピル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート
、３－ブチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、４－ブチル－
６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、５－ブチル－６－エン－２，
４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、６－ブチル－６－エン－２，４－ヘプチレン
グリコールジベンゾアート、３、５－ジメチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコー
ルジベンゾアート、３，５－ジエチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベン
ゾアート、３，５－ジプロピル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアー
ト、３，５－ジブチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３，
３－ジメチル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３，３－ジエ
チル－６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３，３－ジプロピル－
６－エン－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３，３－ジブチル－６－エン
－２，４－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３，５－ヘプチレングリコールジベン
ゾアート、２－メチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－メチル－３
，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、４－メチル－３，５－ヘプチレングリコー
ルジベンゾアート、５－メチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、６－メ
チル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－エチル－３，５－ヘプチレン
グリコールジベンゾアート、４－エチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート
、５－エチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－プロピル－３，５－
ヘプチレングリコールジベンゾアート、４－プロピル－３，５－ヘプチレングリコールジ
ベンゾアート、３－ブチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、２，３－ジ
メチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、２，４－ジメチル－３，５－ヘ
プチレングリコールジベンゾアート、２，５－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコール
ジベンゾアート、２，６－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３
，３－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、４，４－ジメチル－３
，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、６，６－ジメチル－３，５－ヘプチレング
リコールジベンゾアート、２，６－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾア
ート、３，４－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３，５－ジメ
チル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３，６－ジメチル－３，５－ヘプ
チレングリコールジベンゾアート、４，５－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコールジ
ベンゾアート、４，６－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、４，
４－ジメチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、６，６－ジメチル－３，
５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、２－メチル－３－エチル－３，５－ヘプチレ
ングリコールジベンゾアート、２－メチル－４－エチル－３，５－ヘプチレングリコール
ジベンゾアート、２－メチル－５－エチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアー
ト、３－メチル－３－エチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－メチ
ル－４－エチル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－メチル－５－エチ
ル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、４－メチル－３－エチル－３，５－
ヘプチレングリコールジベンゾアート、４－メチル－４－エチル－３，５－ヘプチレング
リコールジベンゾアート、４－メチル－５－エチル－３，５－ヘプチレングリコールジベ



(5) JP 2016-537455 A5 2017.11.16

ンゾアート、２－メチル－３－プロピル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート
、２－メチル－４－プロピル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、２－メチ
ル－５－プロピル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－メチル－３－プ
ロピル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－メチル－４－プロピル－３
，５－ヘプチレングリコールジベンゾアート、３－メチル－５－プロピル－３，５－ヘプ
チレングリコールジベンゾアート、４－メチル－３－プロピル－３，５－ヘプチレングリ
コールジベンゾアート、４－メチル－４－プロピル－３，５－ヘプチレングリコールジベ
ンゾアート及び４－メチル－５－プロピル－３，５－ヘプチレングリコールジベンゾアー
トより選択される、請求項１２記載の触媒成分。
【請求項１５】
　前記ジエーテル化合物が、下記式（５）：
【化１４】

（式中、ＲＩ、ＲＩＩ、ＲＩＩＩ、ＲＩＶ、ＲＶ及びＲＶＩは、同一又は異なっており、
独立に、水素、ハロゲン、直鎖状又は分岐鎖状Ｃ１－Ｃ２０アルキル、Ｃ３－Ｃ２０シク
ロアルキル、Ｃ６－Ｃ２０アリール、Ｃ７－Ｃ２０アリールアルキル及びＣ７－Ｃ２０ア
ルキルアリールより選択され；ＲＶＩＩ及びＲＶＩＩＩは、同一又は異なっており、独立
に、直鎖状又は分岐鎖状Ｃ１－Ｃ２０アルキル、Ｃ３－Ｃ２０シクロアルキル、Ｃ６－Ｃ

２０アリール、Ｃ７－Ｃ２０アルキルアリール及びＣ７－Ｃ２０アリールアルキルより選
択され；前記ＲＩ－ＲＶＩ基のうち２つ以上は、場合により連結して環を形成する）
で表されるものより選択される、請求項９～１１のいずれか一項記載の触媒成分。
【請求項１６】
　前記ジエーテル化合物が、一般式：Ｒ１Ｒ２Ｃ（ＣＨ２ＯＲ３）（ＣＨ２ＯＲ４）（式
中、Ｒ１及びＲ２は、同一又は異なっており、独立に、直鎖状又は分岐鎖状Ｃ１－Ｃ１８

アルキル、Ｃ３－Ｃ１８シクロアルキル、Ｃ６－Ｃ１８アリール及びＣ７－Ｃ１８アリー
ルアルキルより選択され、また場合により連結して環を形成し；Ｒ３及びＲ４は、同一又
は異なっており、独立に、直鎖状又は分岐鎖状Ｃ１－Ｃ１０アルキルである）で表される
ものより選択される、請求項１５記載の触媒成分。
【請求項１７】
　前記ジエーテル化合物が、２－（２－エチルヘキシル）－１，３－ジメトキシプロパン
、２－イソプロピル－１，３－ジメトキシプロパン、２－ブチル－１，３－ジメトキシプ
ロパン、２－ｓｅｃ－ブチル－１，３－ジメトキシプロパン、２－シクロヘキシル－１，
３－ジメトキシプロパン、２－フェニル－１，３－ジメトキシプロパン、２－（２－フェ
ニルエチル）－１，３－ジメトキシプロパン、２－（２－シクロヘキシルエチル）－１，
３－ジメトキシプロパン、２－（ｐ－クロロフェニル）－１，３－ジメトキシプロパン、
２－（ジフェニルメチル）－１，３－ジメトキシプロパン、２，２－ジシクロヘキシル－
１，３－ジメトキシプロパン、２，２－ジシクロペンチル－１，３－ジメトキシプロパン
、２，２－ジエチル－１，３－ジメトキシプロパン、２，２－ジプロピル－１，３－ジメ
トキシプロパン、２，２－ジイソプロピル－１，３－ジメトキシプロパン、２，２－ジブ
チル－１，３－ジメトキシプロパン、２－メチル－２－プロピル－１，３－ジメトキシプ
ロパン、２－メチル－２－ベンジル－１，３－ジメトキシプロパン、２－メチル－２－エ
チル－１，３－ジメトキシプロパン、２－メチル－２－イソプロピル－１，３－ジメトキ
シプロパン、２－メチル－２－フェニル－１，３－ジメトキシプロパン、２－メチル－２
－シクロヘキシル－１，３－ジメトキシプロパン、２，２－ビス（２－シクロヘキシルエ
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チル）－１，３－ジメトキシプロパン、２－メチル－２－イソブチル－１，３－ジメトキ
シプロパン、２－メチル－２－（２－エチルヘキシル）－１，３－ジメトキシプロパン、
２，２－ジイソブチル－１，３－ジメトキシプロパン、２，２－ジフェニル－１，３－ジ
メトキシプロパン、２，２－ジベンジル－１，３－ジメトキシプロパン、２，２－ビス（
シクロヘキシルメチル）－１，３－ジメトキシプロパン、２－イソブチル－２－イソプロ
ピル－１，３－ジメトキシプロパン、２－（１－メチルブチル）－２－イソプロピル－１
，３－ジメトキシプロパン、２－イソプロピル－２－イソペンチル－１，３－ジメトキシ
プロパン、２－フェニル－２－イソプロピル－１，３－ジメトキシプロパン、２－フェニ
ル－２－ｓｅｃ－ブチル－１，３－ジメトキシプロパン、２－ベンジル－２－イソプロピ
ル－１，３－ジメトキシプロパン、２－シクロペンチル－２－イソプロピル－１，３－ジ
メトキシプロパン、２－シクロペンチル－２－ｓｅｃ－ブチル－１，３－ジメトキシプロ
パン、２－シクロヘキシル－２－イソプロピル－１，３－ジメトキシプロパン、２－シク
ロヘキシル－２－ｓｅｃ－ブチル－１，３－ジメトキシプロパン、２－イソプロピル－２
－ｓｅｃ－ブチル－１，３－ジメトキシプロパン、２－シクロヘキシル－２－シクロヘキ
シルメチル－１，３－ジメトキシプロパン及び９，９－ジメトキシメチルフルオレンより
選択される、請求項１５記載の触媒成分。
【請求項１８】
　触媒成分を調製する方法であって、
（１）下記工程：
（ａ）密閉容器中、少なくとも１つの高分子分散安定剤の存在下に、３０～１６０℃で、
式ＭｇＸ２のハロゲン化マグネシウムを式ＲＩＯＨのアルコールと反応させて、ハロゲン
化マグネシウム－アルコール付加物溶液を形成する工程；及び
（ｂ）３０～１６０℃で、該ハロゲン化マグネシウム－アルコール付加物溶液を下記式（
２）：
【化１５】

で表されるエポキシドと反応させて、固体成分を形成する工程
を含む方法により、固体成分を調製する工程であって、
　前記各式中、Ｘは、ハロゲンであり；ＲＩは、Ｃ１－Ｃ１２直鎖状又は分岐鎖状アルキ
ルであり；ＲＩＩ及びＲＩＩＩは、同一又は異なっており、独立に、水素、又は非置換若
しくはハロゲン置換Ｃ１－Ｃ５直鎖状若しくは分岐鎖状アルキルであり、
　前記ハロゲン化マグネシウム１モルに対し、使用する前記アルコールの量は、３～３０
モルの範囲内、使用する前記式（２）で表されるエポキシドの量は、１～１０モルの範囲
内であり、また、前記高分子分散安定剤を、前記ハロゲン化マグネシウムと前記アルコー
ルの合計重量に対し、０．１～１０重量％の量で用いる工程；及び
（２）工程（１）からの前記固体成分を、不活性溶媒の存在下又は非存在下に、チタン化
合物と接触させて反応させ、かつ、該反応の前、該反応の間及び／又は該反応の後のうち
１つ以上の段階において、少なくとも２つの内部電子供与体を添加する工程
を含む方法。
【請求項１９】
　前記ハロゲン化マグネシウム１モルに対し、使用する前記アルコールの量が、４～２０
モルの範囲内、使用する前記式（２）で表されるエポキシドの量が、２～６モルの範囲内
であり、また、前記高分子分散安定剤を、前記ハロゲン化マグネシウムと前記アルコール
の合計重量に対し、０．２～５重量％の量で用いる、請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　前記ハロゲン化マグネシウムが、マグネシウムジクロリド、マグネシウムジブロミド及
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びマグネシウムジヨージドより選択される少なくとも１つであり、前記アルコールが、メ
タノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノ
ール、ペンタノール、イソペンタノール、ｎ－ヘキサノール、ｎ－オクタノール及び２－
エチルヘキサノールより選択される少なくとも１つであり、前記エポキシドが、エポキシ
エタン、エポキシプロパン、エポキシブタン、エポキシクロロプロパン、エポキシクロロ
ブタン、エポキシブロモプロパン及びエポキシブロモブタンより選択される少なくとも１
つである、請求項１８又は１９記載の方法。
【請求項２１】
　前記高分子分散安定剤が、ポリアクリラート、スチレン－マレイン酸無水物共重合体、
ポリスチレンスルホン酸、ナフタレンスルホン酸－ホルムアルデヒド縮合物、縮合アルキ
ルフェニルエーテル硫酸エステル、縮合アルキルフェノールポリオキシエチレンエーテル
リン酸エステル、オキシアルキルアクリラート共重合体変性ポリエチレンイミン、ポリ（
１－ドデシル－４－ビニルピリジニウムブロミド）、ポリ（ビニルベンジルトリメチルア
ンモニウム塩）、ポリ（ビニルアルコール）、ポリアクリルアミド、エチレンオキシド－
プロピレンオキシドブロック共重合体、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰｓ）、ポリ（ビニ
ルピロリドン－ｃｏ－酢酸ビニル）、ポリ（エチレングリコール）（ＰＥＧｓ）、アルキ
ルフェニルポリオキシエチレンエーテル及びポリ（アルキルアクリル酸メチル）より選択
される少なくとも１つであり、前記高分子分散安定剤の重量平均分子量が、１０００超で
ある、請求項１８又は１９記載の方法。
【請求項２２】
　前記高分子分散安定剤が、ポリビニルピロリドン、ポリ（ビニルピロリドン－ｃｏ－酢
酸ビニル）及びポリ（エチレングリコール）の少なくとも１つである、請求項２１記載の
方法。
【請求項２３】
　前記高分子分散安定剤の重量平均分子量が、３０００超である、請求項２１又は２２記
載の方法。
【請求項２４】
　前記高分子分散安定剤の重量平均分子量が、６，０００～２，０００，０００である、
請求項２１又は２２記載の方法。
【請求項２５】
　前記工程（ａ）及び（ｂ）を、場合により不活性分散媒の存在下に行い、該不活性分散
媒が、液状脂肪族、芳香族又は脂環式炭化水素及びシリコーン油より選択される少なくと
も１つである、請求項１８記載の方法。
【請求項２６】
　工程（ａ）及び（ｂ）のいずれにおいても不活性分散媒を使用しない、請求項１８又は
１９記載の方法。
【請求項２７】
　工程（２）を以下のようにして行う、請求項１８記載の方法：－３０℃～０℃において
、前記固体成分をチタン化合物原料に懸濁させ、次いで、懸濁液を４０～１３０℃の温度
に加熱して０．１～５時間反応させ、ここで、前記チタン化合物原料は、純粋なチタン化
合物又はチタン化合物と不活性溶媒の混合物である。
【請求項２８】
　請求項１８～２７のいずれか１項記載の方法により調製したオレフィン重合用触媒成分
。
【請求項２９】
　（ｉ）請求項１～１７及び２８のいずれか１項記載のオレフィン重合用触媒成分；
　（ｉｉ）少なくとも１つのアルキルアルミニウム化合物；及び
　（ｉｉｉ）場合により、少なくとも１つの外部電子供与体
を含むオレフィン重合用触媒。
【請求項３０】
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　オレフィン重合における請求項２９記載の触媒の使用。
【請求項３１】
　オレフィンを重合する方法であって、式ＣＨ２＝ＣＨＲ（式中、Ｒは、水素、Ｃ１－Ｃ

６アルキル又はＣ６－Ｃ１２アリールである）のオレフィン及び場合によりコモノマーを
、重合条件下において請求項２９記載の触媒と接触させて、オレフィン重合体を形成する
工程；及び、得られたオレフィン重合体を回収する工程を含む方法。
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